
教育旅行で復活の兆し
「南会津農村生活体験」

南会津町・南会津農村生活体験推進協議会

松
山
・
道
後
ゾ
ー
ン

松
山
で
未
来
の
自
分
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、石
手
寺
で
新
メ
ニ
ュ
ー

瀬
戸
内
海
ゾ
ー
ン

資
源
価
値
の
高
い
瀬
戸
内
海
を
磨
く
　

非
日
常
の
交
流
体
験
が
感
動
を
呼
ぶ

チ
ャ
ー
タ
ー
船
利
用
で
自
由
度
さ
ら
に
広
が
る

周
辺
ゾ
ー
ン

教育的視点で
磨き上げた
体験メニュー

さ
か
な
ク
ン
の
デ
ジ
タ
ル
深
海
水
族
館

デ
ジ
タ
ル
で
深
海
を
再
現

長
さ

㍍
の「
顔
出
し
参
勤
交
代
」も

修
学
旅
行
は
学
び
の
集
大
成

全

修

協

全
国
研
究
大
会
　

被
災
地
復
興
へ
の
継
続
的
支
援

沖　縄　県
ＯＣＶＢ

沖
縄
修
旅
フ
ェ
ア
開
く


月
に
は
東
京
な
ど
で
も
開
催

うみファームで
環境や食育体験

横浜・八景島シーパラダイス

広島・瀬戸内海・松山ルート
多彩なテーマ別交流メニューが充実
今、最も注目される教育旅行先
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月に人規模で訪れた広瀬中学校の一行

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
一
行

　
福
島
県
南
会
津
町
の
南

会
津
農
村
生
活
体
験
推
進

協
議
会
（
事
務
局
＝
み
な

み
や
ま
観
光
）
は
、
福
島

原
発
事
故
の
風
評
被
害
払

拭
の
一
環
と
し
て
、
「
南

会
津
の
子
ど
も
農
山
漁
村

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

事
業
を
開
始
し
た
。

　
同
事
業
は
、
南
会
津
町

の
小
学
生
５
年
生
を
対
象

に
、
千
葉
県
南
房
総
市
と

山
武
市
で
漁
村
生
活
体
験

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

南
房
総
市
と
山
武
市
の
子

ど
も
た
ち
が
南
会
津
町
で

農
村
生
活
体
験
を
す
る
も

の
。
子
ど
も
た
ち
同
士
の

相
互
交
流
を
目
指
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
か
ね
て
取
り

組
ん
で
い
る
「
南
会
津
農

村
生
活
体
験
」の
事
業
は
、

教
育
旅
行
の
分
野
で
復
活

の
兆
し
を
み
せ
て
い
る
。

今
年
度
に
な
っ
て
か
ら
、

仙
台
市
立
広
瀬
中
学
校

（
５
月

日
か
ら
２
泊
・

３
８
０
人
）
、
Ｊ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
（
同


日
か
ら
５
泊
・

人
）、

千
葉
県
東
邦
大
学
付
属
中

学
校
（
６
月
６
日
か
ら
１

泊
・
２
８
０
人
）
、
埼
玉

県
立
川
口
東
高
校
（
６
月


日
か
ら
２
泊
・
３
２
０

人
）
な
ど
が
、
す
で
に
南

会
津
農
村
生
活
体
験
に
訪

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
規
に
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
体
験
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

同
協
議
会
で
は
、
農
家
民

泊
と
併
せ
て
「
南
会
津
町

の
目
玉
商
品
に
な
る
よ
う

推
進
し
て
い
き
た
い
」
と

し
て
い
る
。

浴衣で温泉文化を体感

　
「
平
和
学
習
」
「
世
界
遺
産
を
通
し
た
学
び
」
な
ど

教
育
旅
行
の
定
番
の
地
と
し
て
支
持
さ
れ
て
い
る
広

島
。
こ
れ
に
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ズ
や
島
々
で
の
体
験
、

道
後
温
泉
、
し
ま
な
み
海
道
、
多
く
の
俳
人
や
文
学
作

品
を
輩
出
し
た
松
山
や
、と
べ
焼（
伝
統
工
芸
の
里
）、

清
流
肱
川
（
大
洲
）
を
舞
台
と
し
た
多
彩
な
テ
ー
マ
別

交
流
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
が
大
き

な
注
目
を
集
め
て
い
る
。
実
施
校
の
調
査
で
満
足
度


・
９
％
を
は
じ
き
出
す
な
ど
、
満
足
度
も
高
い
。

ふれあい釣り体験

橋上サイクリング体験

　
愛
媛
県
外
か
ら
松
山
市
を
訪
れ
る
に
は
、
海
路
や
陸
路

な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。
そ
こ
で
同
市
で
は
、
多
様
な
モ
デ
ル

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
「
広
島

―
松
山
ル
ー
ト
」
（
２
４
０
人
モ
デ
ル
）
が
あ
る
。
同
区

間
に
は
定
期
便
も
運
航
さ
れ
て
い
る
が
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船

を
利
用
し
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
す
る
こ
と
で
、
自
由
度
の
高

い
コ
ー
ス
設
定
や
充
実
し
た
体
験
が
可
能
だ
。

　
近
年
で
は
、
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
の
開
催
で
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
し
ま
な
み
海
道
を
渡
り
、瀬
戸

内
海
の
雄
大
な
自
然
や
、そ
こ
で
育
ま
れ
た
歴
史
な
ど
を

体
感
し
た
後
、松
山
入
り
。松
山
で
の
体
験
の
後
は
、チ
ャ

ー
タ
ー
船
を
利
用
し
て
宮
島
の
世
界
遺
産
や
広
島
の
平
和

学
習
を
体
験
す
る
学
校
も
見
ら
れ
る
。昨
年
は

校
が
チ

ャ
ー
タ
ー
船
を
利
用
し
、安
全
で
快
適
な
約
１
時
間
の
瀬

戸
内
海
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
満
喫
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
山
口
県
東
南
部
に
あ
る
周
防
大
島
で
の
マ

リ
ン
体
験
や
漁
業
体
験
、
民
泊
体
験
を
行
い
、
チ
ャ
ー
タ

ー
船
で
松
山
入
り
な
ど
民
泊
体
験
と
の
組
み
合
わ
せ
も
増

え
て
き
て
い
る
。

―協力―
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今
年
は
、
瀬
戸
内
海
が
日

本
で
初
め
て
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
て

周
年
、
道
後
温

泉
本
館
が
現
在
の
形
に
な
っ

て
か
ら
１
２
０
周
年
、
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
開
創
１

２
０
０
年
な
ど
、
三
つ
の
節

目
が
重
な
る
記
念
の
年
を
迎

え
る
。
「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ

２
０
１
４
」
「
道
後
オ
ン
セ

ナ
ー
ト
２
０
１
４
」
「
四
国

霊
場
開
創
１
２
０
０
年
祭
」

な
ど
の
集
客
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
さ
れ
、
大
き
な
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
る
。

　
２
０
１
７
年
に
は
「
え
ひ

め
国
体
」
の
開
催
が
予
定
さ

れ
、
ま
た
夏
目
漱
石
と
正
岡

子
規
の
生
誕
１
５
０
年
を
迎

え
る
な
ど
、
今
後
の
瀬
戸
内

・
松
山
は
話
題
が
尽
き
な

い
。

　
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
た
環
境
学
習

砥
部

　
松
山
市
内
か
ら
車
で

分

ほ
ど
の
隣
町
、
砥
部
町
の

「
と
べ
動
物
園
」
は
、
日
本

初
の
人
工
哺
育
に
成
功
し
た

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
「
ピ
ー

ス
」
で
有
名
。
動
物
の
自
然

な
生
態
が
見
ら
れ
る
行
動
展

示
型
で
西
日
本
最
大
級
の
規

模
を
持
つ
。

　
こ
こ
で
は
、
飼
育
員
か
ら

地
球
温
暖
化
や
森
林
伐
採
な

ど
人
間
が
生
じ
さ
せ
て
い
る

環
境
問
題
に
つ
い
て
、
身
近

な
動
物
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。

　
伝
統
と
文
化
、
自
然
（
清

流
）
を
体
感

大
洲

　
六
万
石
の
城
下
町
・
大
洲

は
、
伊
予
の
小
京
都
、
水
郷

の
ま
ち
と
も
呼
ば
れ
る
。

「
日
本
３
大
う
か
い
」
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
る
、
希
少
な

「
鵜
飼
（
う
か
い
）
」
の
鵜

匠
と
の
交
流
を
体
験
し
、
お

よ
そ
３
０
０
年
前
か
ら
伝
わ

る
郷
土
料
理
「
い
も
た
き
」

を
、
船
上
や
河
川
敷
で
食
べ

な
が
ら
、
地
元
の
方
と
の
ふ

れ
あ
い
交
流
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
流
れ
穏
や
か
な

肱
川
で
は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
一

つ
星
の
臥
龍
山
荘
や
大
洲
城

を
眺
め
な
が
ら
カ
ヌ
ー
体
験

を
行
い
、
豊
か
な
自
然
を
満

喫
で
き
る
。

顔
出
し
参
勤
交
代

清
水
焼
絵
付
け

お
手
軽
扮
装
散
策

　
東
映
太
秦
映
画
村
（
京
都
市

右
京
区
）
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
多
数
登
場
し
た
新
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
人
気
を
集
め
て
い

る
。

　
「
さ
か
な
ク
ン
の
デ
ジ
タ
ル

深
海
水
族
館
」
は
、
東
映
の
最

新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
神
秘
の

深
海
世
界
を
再
現
。
迫
力
の
あ

る
深
海
生
物
の
ド
ラ
マ
が
ド
ー

ム
シ
ア
タ
ー
に

映
し
出
さ
れ

る
。
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
は
、
人
気

の
さ
か
な
ク
ン

（
東
京
海
洋
大

学
客
員
准
教

授
）
。

　「
か
ら
く
り
忍
者
屋
敷
」は
、

「
ど
ん
で
ん
返
し
」
や
「
隠
し

通
路
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
か

ら
く
り
を
利
用
し
て
忍
者
屋
敷

の
出
口
を
目
指
す
。
　

　
「
ま
る
ご
と
と
び
だ
す
　
超

立
体
３
６
０
シ
ア
タ
ー
」
は
、

３
Ｄ
メ
ガ
ネ
着
用
で
、
周
囲
３

６
０
度
全
周
型
の
大
ス
ク
リ
ー

ン
の
３
Ｄ
映
像
を
楽
し
む
。

　
「
お
も
し
ろ
迷
路
館
」
は
、

錯
視
を
利
用
し
た
不
思
議
な
感

覚
が
味
わ
え
る
。
「
錯
覚
の
部

屋
」
「
鏡
の
迷
路
」
「
斜
め
の

部
屋
」
な
ど
の
部
屋
が
あ
る
。

　
「
太
秦
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

館
」は
、映
画
村
ら
し
い「
和
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
が
楽
し
め
る
。

　
今
秋
に
は
、
新
し
い
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
「
大
江
戸
顔
出
し
街

道
」
が
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
「
顔

出
し
看
板
」
が
時
代
劇
の
オ
ー

プ
ン
セ
ッ
ト
に
登
場
。
目
玉
は

長
さ

㍍
の
「
顔
出
し
参
勤
交

代
」
。
参
勤
交
代
の
行
列
の
中

に
顔
出
し
ポ
イ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
楽
し
い
思
い
出
が
撮

影
で
き
る
。

　
修
学
旅
行
生
に
は
、
体
験
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
人
気
。
「
見

る
・
作
る
・
学
ぶ
・
参
加
す
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
京
扇
子
、
京
う

ち
わ
の
手
描
き
体
験
の
ほ
か
、

清
水
焼
絵
付
け
体
験
な
ど
が
あ

る
。

　
班
別
研
修
用
に
は
、
少
人
数

用
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
清
水

焼
ろ
く
ろ
体
験
、
清
水
焼
絵
付

け
体
験
、京
扇
子
絵
付
け
体
験
、

京
念
珠
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
１
回
で

人

ま
で
体
験
で
き
る
。
旅
の
思
い

出
の
品
に
な
る
と
好
評
だ
。

　
映
画
村
な
ら
で
は
の
体
験
と

し
て
は
「
お
手
軽
な
時
代
劇
扮

装
」
が
あ
る
。
メ
イ
ク
、
か
つ

ら
を
省
き
、
着
物
の
着
付
け
の

み
な
の
で
、
短
時
間
で
変
身
し

て
映
画
村
を
散
策
で
き
る
。

　
「
寺
子
屋
お

も
し
ろ
体
験
」

は
、
江
戸
庶
民

の
生
活
の
知
恵

に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
た
。
映
画

製
作
用
の
小
道

具
を
使
い
、映
画
村
の
俳
優
が
、

時
代
劇
の
扮
装
で
講
師
を
務
め

る
。
「
大
江
戸
暮
ら
し
編
」
と

「
大
江
戸
環
境
編
―
江
戸
時
代

は
循
環
型
社
会
―
」
の
２
コ
ー

ス
が
あ
る
。

　
食
事
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
。
グ

ル
ー
プ
行
動
の
修
学
旅
行
生
に

お
す
す
め
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

「
喜
ら
く
」
の
「
学
割
ラ
ー
メ

ン
（
６
０
０
円
）
」
や
、
「
開

化
亭
」
の
「
学
割
う
ど
ん
（
６

５
０
円
）」、「
忍
者
カ
フ
ェ
」

の
「
手
裏
剣
カ
レ
ー
（
６
５
０

円
）
」
な
ど
が
あ
る
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
郵
送
、
申

し
込
み
な
ど
体
験
学
習
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
東
映
太
秦
映

画
村
（
☎
０
７
５
・
８
６
４
・

７
７
１
６
）
ま
で
。

被
災
地
へ
の
修
学
旅
行
で
事
例
発
表
を
す
る
中
嶋
氏

平
和
学
習
の
セ
ミ
ナ
ー

伝
統
衣
装
が
目
を
引
く
出
展
ブ
ー
ス

う
み
フ
ァ
ー
ム
の
全
景

魚
の「
い
の
ち
」を
い
た
だ
く
食
育
体
験

　
国
産
農
産
物
の
価
値
を
学

ぶ
～
み
か
ん
の
島
・
中
島

　
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
中
島

は
、
み
か
ん
王
国
・
愛
媛
に

あ
っ
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
柑

橘
の
島
。
チ
ャ
ー
タ
ー
船
を

使
え
ば
、
広
島
か
ら
約
１
時

間
で
直
接
上
陸
で
き
る
。

　
こ
こ
で
は
、
地
元
の
保
育

園
児
に
よ
る
歓
迎
式
に
始
ま

り
、
Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
国
産

み
か
ん
の
安
全
性
や
技
術

力
、
「
ま
つ
や
ま
農
林
水
産

物
ブ
ラ
ン
ド
」
の
誕
生
秘
話

な
ど
を
聞
き
、
西
日
本
一
の

能
力
を
誇
る
選
果
場
を
体

験
。
収
穫
時
期
（

月
か
ら

５
月
ま
で
）
に
は
、
み
か
ん

の
収
穫
も
体
験
で
き
る
。

　
ま
た
、
延
長
５
０
０
㍍
に

及
ぶ
美
し
い
姫
ヶ
浜
ビ
ー
チ

で
は
、
投
げ
釣
り
を
体
験
で

き
る
。
釣
っ
た
魚
は
昼
食
の

海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
賞
味

も
で
き
る
。

　
し
ま
な
み
海
道
満
喫
体
験

～
水
軍
の
里
・
大
島

　
「
し
ま
な
み
海
道
」
の
愛

媛
側
玄
関
口
が
今
治
市
。
松

山
市
内
か
ら
は
、
車
で
約
１

時
間
。
こ
こ
で
の
定
番
メ
ニ

ュ
ー
は
、
自
転
車
で
渡
る
世

界
唯
一
の
「
橋
上
サ
イ
ク
リ

ン
グ
」
だ
。
今
年

月
に
は

国
内
外
か
ら
８
千
人
の
参
加

者
を
迎
え
る
日
本
最
大
級
の

国
際
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
瀬
戸
内

海
の
島
々
を
眺
め
な
が
ら
の

爽
快
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
世

界
か
ら
注
目
を
集
め
て
い

る
。

　
し
ま
な
み
海
道
で
最
初
に

訪
れ
る
大
島
で
は
、
昼
食
の

海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
待
っ

て
い
る
。
ま
た
、
観
潮
船
で

の
瀬
戸
内
の
急
流
体
験
で

は
、
自
然
の
力
や
雄
大
さ
に

触
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
島
内
の
村
上
水

軍
博
物
館
は
日
本
唯
一
の
水

軍
博
物
館
で
あ
り
、
海
原
を

自
在
に
駆
け
め
ぐ
っ
た
村
上

水
軍
の
貴
重
な
文
献
や
出
土

品
か
ら
、
日
本
の
水
軍
文
化

が
学
べ
る
。

　
全
国
修
学
旅
行
研
究
協
会

（
全
修
協
、
岩
瀨
正
司
理
事

長
）
は
７
月

日
、
東
京
の

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
で
第

回
「
全
国
修
学
旅

行
研
究
大
会
」
を
開
い
た
。

「
学
び
の
集
大
成
を
図
る
修

学
旅
行
～
被
災
地
復
興
へ
の

継
続
的
支
援
」
を
メ
ー
ン
テ

ー
マ
に
、
東
日
本
大
震
災
被

災
地
へ
の
修
学
旅
行
、
ま
た

被
災
地
の
学
校
の
修
学
旅
行

受
け
入
れ
事
例
を
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
者
が
語
っ
た
。

　
被
災
地
へ
の
修
学
旅
行
と

し
て
、
福
岡
県
立
修
猷
館
高

等
学
校
と
福
岡
県
筑
紫
女
学

園
中
学
・
高
等
学
校
の
前
校

長
、
中
嶋
利
昭
氏
が
事
例
を

述
べ
た
。

　
修
猷
館
高
校
は
２
０
１
２

年
１
月
、
長
野
県
へ
ス
キ
ー

修
学
旅
行
を
行
う
予
定
だ
っ

た
が
、
中
嶋
氏
の
決
断
で
被

災
地
の
宮
城
県
へ
の
旅
行
実

施
を
決
め
た
。
中
嶋
氏
は
、

学
校
の
教
育
方
針
で
あ
る

「
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に

な
る
こ
と
を
実
践
さ
せ
る
」

「
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
こ
の
国
を
担
う
覚
悟
を

持
た
せ
る
」
こ
と
に
加
え
、

「
行
く
こ
と
だ
け
で
も
支
援

に
な
る
」
と
、
被
災
地
へ
の

修
旅
実
施
を
決
断
。
生
徒
や

保
護
者
の
一
部
か
ら
の
反
対

を
受
け
、
参
加
は
希
望
制
と

し
て
、
２
年
生
４
４
０
人
の

う
ち
約
８
割
の
３
６
０
人
が

参
加
し
た
。

　
現
地
で
は
被
災
地
の
視

察
、
地
元
学
校
と
の
交
流
を

実
施
。
中
嶋
氏
は
「
批
判
は

あ
る
だ
ろ
う
が
、
東
北
を

『
生
き
た
教
材
』
と
し
て
使

う
べ
き
だ
と
考
え
た
。
日
本

と
い
う
国
と
郷
土
を
愛
す
る

心
を
育
て
る
上
で
、
役
に
立

っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述

べ
た
。

　
ま
た
被
災
地
の
学
校
の
修

旅
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
愛

媛
県
経
済
労
働
部
し
ま
の
わ

２
０
１
４
推
進
監
の
佐
伯
登

志
男
氏
が
講
演
し
た
。
同
県

で
は
中
村
時
広
知
事
が
ニ
ュ

ー
ス
番
組
で
「
楽
し
み
に
し

て
い
た
け
れ
ど
、
修
学
旅
行

は
あ
き
ら
め
ま
す
」
と
語
る

生
徒
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
「
か
け
が
え
の

な
い
思
い
出
づ
く
り
を
実
現

さ
せ
た
い
」
と
、
地
元
首
長

や
企
業
に
協
力
依
頼
し
、

「
え
ひ
め
愛
顔
の
助
け
合
い

基
金
」
を
創
設
。
被
災
地
の

高
校
な
ど
が
同
県
で
宿
泊
を

伴
う
修
旅
を
実
施
し
た
場

合
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業
を
行
っ
た
。

　

年
度
は

校
、
１
１
７

２
人
を
受
け
入
れ
。
し
ま
な

み
海
道
で
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
、
み
か
ん
狩
り
な
ど
愛
媛

な
ら
で
は
の
体
験
を
し
て
、

地
元
の
学
校
と
の
交
流
も
図

っ
て
い
る
。

　
横
浜
市
南
部
の
横
浜
・
八

景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
（
横

浜
市
金
沢
区
）
の
新
水
族
館

「
自
然
の
海
の
水
族
館
～
う

み
フ
ァ
ー
ム
」
が
人
気
を
集

め
て
い
る
。
「
ひ
と
が
自
然

の
海
と
ふ
れ
あ
い
、
海
と
と

も
に
成
長
し
て
い
く
」
と
い

う
「
海
育
（
う
み
い
く
）
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
海
の
生

き
物
や
環
境
に
触
れ
る
こ
と

で
、
環
境
保
全
の
大
切
さ
を

学
べ
る
、
全
く
新
し
い
タ
イ

プ
の
水
族
館
だ
。

　
う
み
フ
ァ
ー
ム
は
昨
年
３

月
８
日
、
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

開
業

周
年
を
記
念
し
て
オ

ー
プ
ン
。
う
み
フ
ァ
ー
ム
の

名
称
の
意
味
は
「
海
を
育
て

る
場
所
、
海
に
育
て
ら
れ
る

場
所
」
だ
。

　
う
み
フ
ァ
ー
ム
に
は
、
他

の
水
族
館
で
は
決
し
て
学
べ

な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。

　
そ
の
一
つ
が
、
自
然
の
海

の
環
境
に
つ
い
て
飼
育
員
に

よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る

「
観
察
な
っ
と
く
ツ
ア
ー
」。

水
槽
で
展
示
し
て
い
る
環
境

と
は
違
っ
た
、
水
温
や
波
の

変
化
で
日
々

変
わ
る
海
の

環
境
な
ど
を

見
て
回
り
、

学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
環

境
学
習
が
で

き
る
内
容
の

プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
。

　
も
う
一
つ

は
「
食
育
体

験
」
。
給
食

や
家
庭
な
ど

で
出
さ
れ
た

魚
を
食
べ
た
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
自
分
で
と
っ
た
魚
を
食

べ
た
こ
と
が
あ
る
生
徒
は
お

そ
ら
く
少
な
い
。
う
み
フ
ァ

ー
ム
に
は
初
心
者
で
も
気
軽

に
体
験
で
き
る
魚
釣
り
ゾ
ー

ン
が
あ
り
、年
間
を
通
し
て
、

ア
ジ
を
と
り
、
そ
の
場
で
か

ら
揚
げ
に
し
て
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
た
だ
食
べ
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
で
釣
っ
た
魚
の

「
い
の
ち
」
を
い
た
だ
く
と

い
う
体
験
を
通
し
て
、
食
育

を
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が

狙
い
。

　
普
段
、
何
げ
な
く
食
べ
て

い
る
魚
で
も
、
実
は
そ
こ
か

ら
い
の
ち
を
も
ら
っ
て
食
べ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
体
験

的
に
学
び
、
実
感
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　
沖
縄
県
と
沖
縄
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）は
８
月
５
日
、

「
沖
縄
修
学
旅
行
フ
ェ
ア
２

０
１
４
」
を
宜
野
湾
市
の
沖

縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
で
開
い
た
。

　
県
内
ホ
テ
ル
、
体
験
施
設

な
ど

の
企
業
、
団
体
が
ブ

ー
ス
を
出
展
。
平
和
祈
念
資

料
館
ブ
ー
ス
で
は
戦
争
当
時

の
不
発
弾
（
中
は
空
洞
）
の

展
示
も
あ
っ
た
。
同
フ
ェ
ア

の
県
内
開
催
は
初
め
て
。

　
県
外
か
ら
は
、
学
校
関
係

者
、
旅
行
会
社
、
修
学
旅
行

団
体
関
係
者
、

メ
デ
ィ
ア
関
係

者
ら
が
来
場
、

セ
ミ
ナ
ー
な
ど

に
参
加
し
た
。

　
同
フ
ェ
ア
で

は
、
平
和
学
習
、
自
然
環
境

学
習
の
二
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。平
和
学
習
で
は
、

ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館

と
よ
み
た
ん
ガ
イ
ド
風
の
会

が
「
次
世
代
へ
平
和
学
習
を

ど
う
伝
え
る
か
」
を
テ
ー
マ

に
発
表
。
沖
縄
県
内
の
学
校

の
平
和
学
習
の
事
例
紹
介
も

行
っ
た
。
県
内

社
・
団
体

に
よ
る
修
学
旅
行
向
け
の
商

品
発
表
や
商
談
会
も
実
施
さ

れ
た
。

　
フ
ェ
ア
前
日
に
は
「
平
和

学
習
コ
ー
ス
」
と
「
自
然
環

境
学
習
コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
。
平
和
学
習

コ
ー
ス
で
は
、
旧
海
軍
司
令

部
壕
、
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念

資
料
館
、
ク
ラ
シ
ン
ジ
ョ
ウ

（
ガ
マ
）、コ
ザ（
沖
縄
市
）

を
訪
問
。
自
然
環
境
学
習
コ

ー
ス
で
は
、屋
嘉
、宜
野
座
、

名
護
を
周
っ
た
。

　
県
外
参
加
者
か
ら
は
「
本

番
さ
な
が
ら
の
体
験
、
話
が

聞
け
た
」
「
教
科
書
で
は
学

べ
な
い
現
場
を
体
験
で
き

た
」
「
生
徒
が
い
な
い
分
、

集
中
し
て
話
が
聞
け
た
」

「
今
後
、
修
学
旅
行
の
行
程

に
海
軍
壕
を
入
れ
て
も
良

い
」
「
１
県
で
こ
こ
ま
で
で

き
る
と
い
う
沖
縄
の
優
位
性

が
感
じ
ら
れ
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
た
。

　
同
県
と
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
で
は
、


月
に
仙
台
、
東
京
、
大
阪

で
も
修
学
旅
行
フ
ェ
ア
を
行

う
計
画
だ
。

　
松
山
市
は
、「
い
で
湯
と
城

と
文
学
の
ま
ち
」
と
し
て
知

ら
れ
、
日
本
最
古
の
温
泉
、

道
後
温
泉
の
「
道
後
温
泉
本

館
」
は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
グ
リ

ー
ン
ガ
イ
ド
ジ
ャ
ポ
ン
で
最

高
評
価
の
三
つ
星
を
獲
得
し

て
い
る
。
泉
質
は
、
単
純
ア

ル
カ
リ
泉
で
肌
に
優
し
い

「
美
人
の
湯
」。全
く
加
温
加

水
を
し
て
い
な
い
源
泉
１
０

０
％
の
か
け
流
し
温
泉
だ
。

ま
た
、標
高
１
３
２
㍍
の
山

頂
に
聳
え
立
つ
松
山
城
で

は
、瀬
戸
内
海
か
ら
西
日
本

最
高
峰
の
石
鎚
山
ま
で
を
一

望
で
き
る
。市
内
に
は
、俳
人

正
岡
子
規
を
は
じ
め
文
人
ゆ

か
り
の
歴
史
的
・
文
化
的
資

源
が
多
く
点
在
し
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
松
山
な
ら
で
は

の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
人

気
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
ま

ち
歩
き
を
意
味
す
る
「
ハ
イ

ク（
歩
く
）」に
、「
俳
句
」

の
学
び
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
「
松
山
は
い
く
」
と
い
う

教
育
素
材
だ
。
俳
句
作
り
に

精
通
し
た
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド

と
松
山
・
道
後
の
歴
史
や
文

化
に
触
れ
な
が
ら
、
市
内
各

所
を
吟
行
体
験
す
る
も
の
。

　
例
え
ば
、
開
創
１
２
０
０

年
を
迎
え
て
い
る
四
国
遍
路

の
発
祥
伝
説
が
残
る
石
手
寺

は
、松
山
市
内
か
ら
も
近
い
。

そ
こ
で
は
、
八
十
八
ヶ
所
参

り
を
し
た
の
と
同
じ
ご
利
益

を
得
ら
れ
る
と
い
う
「
お
砂

撫
で
」
な
ど
、
地
元
は
い
く

ガ
イ
ド
と
の
交
流
を
楽
し
み

な
が
ら
四
国
の
お
遍
路
文
化

を
体
験
で
き
る
。

　
そ
の
他
に
も
新
た
な
メ
ニ

ュ
ー
と
し
て
、
未
来
の
自
分

に
宛
て
た
手
紙
を
書
く
「
坂

の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

も
人
気
を
博
し
て
い
る
。
学

校
生
活
の
思
い
出
や
卒
業
後

の
夢
や
希
望
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
を
自
由
に
手
紙
に

綴
る
こ
と
が
で
き
る
。
手
紙

は
１
～
５
年
後
に
指
定
の
住

所
に
届
く
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
旅
行
前
、
旅
行
中
い
ず

れ
で
も
活
用
で
き
る
。

　「
和
文
化
」と「
和
の
作
法
」

体
験
～
道
後
の
夜
を
散
策

　
松
山
市
は
、
主
要
観
光
施

設
が
ま
ち
の
中
心
部
に
コ
ン

パ
ク
ト
に
収
ま
っ
て
い
る
。

宿
泊
先
と
し
て
同
市
が
薦
め

て
い
る
道
後
温
泉
は
、
見
学

先
か
ら
車
で

分
以
内
の
距

離
に
あ
る
。
修
学
旅
行
生
に

対
す
る
宿
泊
施
設
の
食
事
や

も
て
な
し
は
、
一
般
旅
行
者

と
同
等
レ
ベ
ル
の
扱
い
だ
。

　
そ
こ
で
、
同
温
泉
の
強
み

を
生
か
し
、
ホ
テ
ル
や
道
後

商
店
街
な
ど
と
共
同
で
開
発

し
た
の
が
、
プ
チ
研
修
と
ぶ

ら
り
散
策
。
こ
の
う
ち
プ
チ

研
修
は
、
夕
食
前
後
の
時
間

を
利
用
し
、
会
席
料
理
や
お

座
敷
の
マ
ナ
ー
、
食
育
な
ど

を
約

分
に
収
め
た
も
の
。

旅
行
中
の
時
間
を
有
効
活
用

し
、
研
修
率
も
ア
ッ
プ
で
き

る
と
好
評
だ
。

　
一
方
の
ぶ
ら
り
散
策
は
、

明
治
の
雰
囲
気
が
漂
う
道
後

温
泉
本
館
を
中
心
に
歩
き
、

特
別
料
金
で
人
力
車
に
乗
車

で
き
た
り
、
本
館
前
で
集
合

写
真
も
撮
れ
る
。ま
た
、正
岡

子
規
に
代
表
さ
れ
る
俳
都
・

松
山
に
ち
な
ん
で
散
策
中
に

俳
句
を
つ
く
り
、
特
設
の
ポ

ス
ト
に
投
句
す
る
と
、後
日
、

最
優
秀
句
に
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
が
贈
ら
れ
る
特
別
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。
散
策

中
の
安
全
確
保
は
、
市
職
員

や
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
責
任

を
持
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

http://www.oidenka-matsuyama.com/

